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システム基盤構築に向けて
システム間連携の標準化事例

2023年 3月16日
株式会社イグアス

事業管理本部 IT企画部
貝塚 修
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会社概要
会社概要
社名 株式会社 イグアス
所在地(本社) 神奈川県川崎市幸区堀川町５８０番地 ソリッドスクエア⻄館２１Ｆ
事業内容 ・ディストリビューション事業

・IBM社をはじめとする各種メーカーのハードウエア製品を提供
・ISPプリンターサプライ、磁気メディア等主要メーカーのサプライ用品を提供

・ソリューション事業
・IBMソフトウエア製品、ISVソリューション製品等最新の製品を提供
・ハードウエア/ソフトウエア製品の技術検証からアフターフォローまでノンストップで提供

・戦略事業
・Webビジネス/３Dプリンター/サービスロボット/スマートパワー

関連会社 株式会社アルファー・コミュニケーションズ
イーストン株式会社

代表取締役 社⻑

パートナービジネス
事業部

テクノロジーソリュー
ション事業部 ビジネス開発事業部

事業管理本部 業務管理本部

IT企画部

組織

基幹系システムの改善及び運用
インフラ系の運用
PC関連管理 等

＜沿革＞
2005年 ﾊﾟｰﾄﾅｰ事業分割準備株式会社 設⽴
2006年 (株)イグアスへ商号変更
2008年 サプライバンク(株)を経営統合
2009年 3Dプリンター事業開始
2011年 サプライズバンクドットコム開設
2013年 本社川崎へ移転

川崎3Dショールーム開設
2014年 リサイクルバッテリー事業開始
2015年 ｿﾘｭｰｼｮﾝ検証ｾﾝﾀｰ(ISC)開設
2016年 3Dソリューションセンター開設
2017年 JBグループから独⽴
2018年 グロスディーと経営統合
2019年 (株)アルファコミュニケーションズ

を子会社化
2020年 イーストン株式会社を子会社化
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イグアス 基幹システム概要図

Copyright 2021 IGUAZU Corporation

システム構築のわけは︖

...

機能ごとにプロ
グラムを作成す
るのは⼤変だ︕

社内に散在する
データをまとめ
られないか︖ ❓

システム構築の
社内標準を作り

たい︕︕

取引先からデー
タで取引したい
と要望が増えた

システムを作り
たいが技術者が

少ない

基幹システムの
データを有効に

利用したい 属人化からの
脱却
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データ連携の現状

基幹システム
注文・受注
発注・仕入

仕入先からの
提供データ

社内作成した
データ

書出
プログラム

(RPG/CL)

PowerQuery

MS-ACCESS

情報補足

取引先への
データ(CSV)

取引先への
データ(XML)

社内の別シス
テムへ提供

取込
プログラム

(RPG/CL)

仕入先からの
提供データデータメンテナンス

前処理 後処理

課題点①
プログラム開発工数の増⼤
技術者の不在

課題点②
個人のスキルによる属人化
課題点③
標準化仕様の構築
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共通基盤の構築

標準共通インターフェース(Magic xpi)

Web I/F

マスター I/F

EDI I/F 取引先 I/F

データ活用 I/F基幹連携 I/F

データベース
・MS-SQL

・SQL Server

・ORACLE

・DB2

・My-SQL

データファイル
・CSV

・MS-EXCEL

・XML

・Notes

etc

基幹システム
DB2/400

CSV/EXCEL

用途に合わせたタイプで出⼒

Magic xpa
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データ連携その後

基幹システム
注文・受注
発注・仕入

仕入先からの
提供データ

社内で作成し
たデータ

Magic

(xpa)

メンテナンス
データ

取引先への
データ(CSV)

取引先への
データ(XML)

社内システム
へのデータ

共通基盤
(Magic xpi)

後処理起動

後処理起動

取込処理 書出処理
後処理の起動

データ変換
ｸﾚﾝｼﾞﾝｸﾞ
ﾚｲｱｳﾄ変換

データ変換共通基盤(Magic xpi)
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導入の目的

導入の目的 現状 改善（追加）理由

① 基幹システムとのデータ連携を
プログラミングレスで構築する

機能ごとに基幹システム
側、PC側それぞれでプロ
グラム作成して構成して
いる

外部システムとデータ連携を
⾏うたびにプログラム構築が
必要となるため、開発工数が
増⼤
①Webサイトの受注データとの連携
②取引先提供のシステムとの連携

② 社内に散在している既存システ
ムの統一化を図る

MS-Access等で部門特有の
システムを構築し、運用
を⾏っている

部門ごとに作成しているため
属人化しているため
(MS-Accessの排除)
①Web用商品マスタの生成

③ 新規システム構築時の標準化を
図る

開発案件ごとにデータ連
携機能を構築

開発基準およびスキルの標準
化でより安定した品質を提供
①外部システムとのシームレスな連携
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各ツールの評価はどうしたの︖

①各ベンダーで説明頂きました資料ベースで検討を開始
評価するにあたっては

②ご提案の際にデモンストレーションにより機能を確認

④開発者が無料セミナーを受講して実際に開発ツールを触っ
てみて、その使用感を実感して評価

さらに

③実際に各ツールを使用してシステムを構築されている部署
の評価を伺う
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ツール比較

Magic xpi Tool-B Tool-C

特 徴
EAIとして実績のある製品、イスラエル企業
の製品を日本法人がローカライズ、日本法
人独自拡張も可能。

ローエンド、ハイエンド向けバージョンが
あるEAI製品。サードベンダーによるアダプ
ター開発が盛ん⾏われている

⼤容量データベースを⾼速に取り出し可能。
クラウドサービス、他アプリケーションと
の親和性が⾼い。

接続性

接続実績 ◎ ･接続アダプタ種=60種類以上 ◎ ･接続アダプタ種=60種類以上 〇 ･接続アダプタ=50種類以上

アーキテクチャ
(Cloud対応の可否) ×

・本来オンプレ製品のPrivate Cloud

によるシステム構築のためクラウ
ド時のスケール対応が不安要素 〇

・本来オンプレ製品のPrivate Cloud

によるシステム構築のためクラウ
ド時のスケール対応が不安要素
・別サービスでクラウドあり

〇
・本来オンプレ製品のPrivate Cloud

によるシステム構築のためクラウ
ド時のスケール対応が不安要素
・別サービスでクラウドあり

ビジネス

価格の柔軟性 ◎
・日本代理店が価格設定権を握る
ため柔軟に対応可能 ×

・正規製品＋アダプター開発ベン
ダーとのSI案件になる。
・サブスク対応でライセンスが⾼
額になり、別途開発費も必要

×
・ライセンスが⾼額になる

案件対応⼒ ○
・オンプレデータ連携アダプター
開発に積極的に検討
・他業務システム連携も対応可能
・ベンダーが直接シナリオ開発の
受託が可能。

◎
・都度SI案件として開発委託を発生
させる必要あり
・開発会社にて開発実績あり。 ×

・都度SI案件として開発委託を発生
させる必要あり

メンテナンス性

運用体制 ◎
・Azureで運用可能であるため、既
存のインフラに追加した監視体制
が構築可能

◎
・Azureで運用可能であるため、既
存のインフラに追加した監視体制
が構築可能

◎
・Azureで運用可能であるため、既
存のインフラに追加した監視体制
が構築可能

保守体制 ◎
・OBCなど、接続先ベンダーと直接
やり取りできるため、ハンドリン
グ工数が最小限に抑えられる。 〇

・通常の製品購入と変わらない内
容。
・SIベンダーとの保守契約が必要に
なり、コスト⾼になる。

〇
・SIベンダーとの保守契約が必要に
なり、コスト⾼になる。

※評点の高い「Magic xpi」が最適と考える
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導入の目的と期待される効果

導入の目的 現状 改善（追加）理由

① 基幹システムとのデータ連携をプログラミ
ングレスで構築する

機能ごとに基幹システム側、PC側
それぞれでプログラム作成して構
成している

外部システムとデータ連携を⾏うたび
にプログラム構築が必要となるため、
開発工数が増⼤
①Webサイトの受注データとの連携
②取引先提供のシステムとの連携

② 社内に散在している既存システムの統一化
を図る

MS-Access等で部門特有のシステ
ムを構築し、運用を⾏っている

部門ごとに作成しているため属人化し
ているため
(MS-Accessの排除)
①Web用商品マスタの生成

③ 新規システム構築時の標準化を図る 開発案件ごとにデータ連携機能を
構築

開発基準およびスキルの標準化でより
安定した品質を提供
①外部システムとのシームレスな連携

工期短縮
高度なスキルなくシステムを構築

アプリケーションの統廃合
システムの属人化を排除

開発基準の標準化
仕様変更時の柔軟な対応
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事例① 基幹システムとのデータ連携

Webサイト 基幹システム

Excel出⼒

中継サーバー 変換サーバー

連携データ

連携データ
電送

Magic xpi

連携データ 連携データ

受注データ

フィールド型変換
桁数調整
文字コード変換

データ取込

各種マスタ連携データ連携データ

Excel取込
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事例② 社内に散在するデータと連携

□商品CD簡易
Excel

PQ_goods抽出
PQ_goods_price抽出
Excel/PowerQuery

¥¥共有フォルダ

SB.com新基幹仕入先

全件CSV

｜前月

全件CSV

｜当月

差分CSV

｜当日

販売停止
マスタメンテ

手動商品取込

エラー

変換前除外
マスタメンテ

メーカー、分類

商品コード
変換マスタ

メンテ

商品マスタ
データ取込

原価CSV

WebReport

商品マスター
整備用

データ
エクスポート

□商品CD基本
Excel

値付表

goods
goods_supp
goods_stock
goods_img

TXT goods_price

◇検索
キーワード

Excelマクロ
TXT goods_keyword

●関連商品
Excelマクロ goods_accessory

データ
インポート

商品検索
画⾯入⼒で直編集

会員個別商品

4 file

通常CD
新規登録

通常CD 改廃
修正/改訂/終息

jpg

会員個別 登録

画像入手

▼基幹へ反映する項目

価格表
Excel/PowerQuery

商品CD変換
情報整理

欠番商品
判定抽出

DIS商品CD
JANコード
メーカー型番
商品名
標準価格
提供価格
商品URL

随時登録
修正・変更

DISに限らず

商品マスタ
メンテ

６桁/8桁/10桁 ⇔10桁
原則画⾯入⼒で直編集
CSVアップロードする場合は
マスターチームへ依頼

14パターン

DIS商品CD
メーカー型番

全件CSVに存在しな
い⇒販売停止化
CSVで復活しても自
動で反映しない

▼反映ルール

マスターチーム

Active 約8,000点

■商品マスター
整備用_商品マス
ターレイアウト

■基本情報
Access

goods

▼価格情報
Access

◆検索キーワー
ドAccess

▽商品CD価格
Excelマクロ

全件CSV

｜当日

Web

メーカー情報

goods
goods_price

iguazu

環境負荷軽減
ジャンル表

★ジャンル商品
Excelマクロ genre_goods

コピペ

goods
goods_supp
goods_price
customer_goods
ジャンル

goods
goods_supp
goods_price

goods
goods_supp
goods_price

▽商品CD価格
Excel／マクロ

PQ_商品マスター整
備用結合

Excel/PowerQuery

PQ_DIS商品情報
Excel/PowerQuery

DIS情報

PQ_customer_goods

抽出
Excel/PowerQuery

会員個別 改廃

customer_goods

customer_goods

バックオフィス直打ち

Magicxpiへ置き換え

Magicxpaへ置き換え
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今後の導入予定

共通基盤
(Magic xpi

ECサイト
SHOP-A

ECサイト
SHOP-B

Excel⇔DB2/400

CSV⇒DB2/400

仕入先
データ変換

（EDIﾃﾞｰﾀ交換)

(FAX送信)

仕入先
データ変換

DB2/400⇒XML

DB2/400⇒CSV

Web用
商品データ 仕入先からの

提供データ
CSV⇒DBMS(未定)

DBMS(未定)⇒DB2/400

①Webからの受注データ変換 ①仕入先への発注データ変換

②社内に散在するシステムの統一化

2023年5月S/I予定

2024年2Q予定

2023年1Q予定

2023年1Q予定

2023年2Q予定

イグアス
基幹システム
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ご清聴ありがとうございました


